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地
域
の
熱
意
が
存
続
を
実
現

　
富
山
県
内
の
北
陸
新
幹
線
３

駅
の
う
ち
最
も
西
に
あ
る
新
高

岡
駅
は
、
現
在
の
終
点
「
金
沢

駅
」
の
１
駅
手
前
に
新
設
さ
れ

た
。
高
岡
市
は
か
つ
て
高
岡
城

の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
た
歴

史
あ
る
ま
ち
で
あ
り
、
そ
の
高

岡
市
の
市
民
の
足
と
し
て
日
々
、
利
用
さ
れ
て

い
る
の
が
万
葉
線
だ
。

万
葉
線
は
、
富
山
地
方
鉄
道
が
開
通
し
た
軌

道
線
を
ル
ー
ツ
に
68
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。
現
在
は
、
高
岡
駅
と
射
水
市
新
湊
を
結

び
、
高
岡
駅

－

六ろ
く
ど
う
じ

渡
寺
間
の
高
岡
軌
道
線
（
８

㎞
）
と
鉄
道
で
あ
る
六
渡
寺

－

越こ
し
の
か
た

ノ
潟
間
の
新

湊
線
（
４
・
９
㎞
）、
二
つ
の
路
線
を
路
面
電
車

タ
イ
プ
の
車
両
が
直
通
し
て
い
る
。

経
営
主
体
で
あ
る
加か

え
つ
の
う

越
能
鉄
道
（
当
時
）

が
、
路
線
の
廃
止
を
表
明
し
た
の
は
平
成
10
年

だ
っ
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
約
４
７
５
万
人
（
昭

和
47
年
）
を
数
え
た
年
間
利
用
者
数
が

１
４
４
万
人
（
平
成
５
年
）
に
ま
で
減
少
し
、

国
の
欠
損
補
助
打
ち
切
り
を
機
に
、
加
越
能
鉄

道
は
バ
ス
代
替
運
行
を
提
示
。
こ
れ
に
対
し
て
、

高
岡
市
・
新
湊
市
（
現
・
射
水
市
）、
両
市
民
、

経
済
界
は
連
携
し
て
存
続
運
動
を
展
開
し
た
。

そ
う
し
た
地
域
の
「
存
続
」
へ
の
熱
意
が
実
を

結
び
、
平
成
14
年
４
月
に
第
３
セ
ク
タ
ー
の
新

会
社
「
万
葉
線
」
と
し
て
運
行
を
開
始
し
た
。

「
失
っ
た
鉄
軌
道
を
復
活
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
万
葉
線
は
住
民
が
『
必
要
だ
』
と
立
ち
上

が
っ
た
中
で
存
続
運
動
の
輪
が
広
が
り
、
残
す

こ
と
が
で
き
た
。
万
葉
線
が
重
要
な
生
活
路
線

で
あ
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
べ

き
都
市
の
装
置
で
あ
る
こ
と
は
、
住
民
が
い
ち

ば
ん
よ
く
理
解
し
て
い
る
」
と
高
岡
市
の
藤
井

久
雄
都
市
創
造
部
長
は
語
る
。

再
生
後
の
万
葉
線
は
堅
調
に
利
用
者
数
を
回

復
し
、
平
成
26
年
度
に
は
１
２
５
万
３
０
０
０

人
を
記
録
し
て
い
る
。

　

	

ア
イ
ト
ラ
ム
が
新
た
な
観
光
資
源
に

今
で
は
万
葉
線
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る
２

連
接
の
低
床
車
両
「
ア
イ
ト
ラ
ム
」
は
平
成
16

年
か
ら
導
入
を
開
始
し
、
現
在
で
は
６
編
成
を

保
有
し
て
い
る
。
色
鮮
や
か
な
赤
い
ボ
デ
ィ

に
、
螺
鈿
細
工
で
社
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ

し
ら
わ
れ
た
車
両
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
情
熱
」「
元
気
」。
高
岡
の
ま
ち
と
万
葉
線
の

活
性
化
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「
日
本
海
側
の
降
雪
地
帯
に
初
め
て
低
床
車

両
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
技
術
的
に
は

か
な
り
苦
労
し
な
が
ら
車
両
や
シ
ス
テ
ム
の
改

良
を
重
ね
、
よ
う
や
く
営
業
運
行
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
万
葉
線
の
村
岡
正
行
総
務

部
総
務
課
係
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

近
年
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
の
は
、
平
成
24

年
か
ら
運
行
し
て
い
る
「
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
」

だ
。
高
岡
市
が
ド
ラ
え
も
ん
の
作
者
、
藤
子
・
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地
域
で
守
っ
た

「
赤
い
電
車
」が
走
る
ま
ち

「
赤
い
電
車
」
で
有
名
な
万
葉
線
は
、

平
成
14
年
、
地
域
の
熱
意
に
よ
っ
て
廃
線
危
機
を
乗
り
越
え
、

日
本
初
の
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
の
路
面
電
車
と
し
て
再
生
し
た
。

そ
の
起
点
と
な
る
高
岡
市
で
は
、

高
岡
駅
と
北
陸
新
幹
線
新
高
岡
駅
、
二
つ
の
駅
を
拠
点
に
、

「
都
市
機
能
の
向
上
」
と
「
ま
ち
の
魅
力
の
創
出
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

新
幹
線
開
業
後
を
見
据
え
た
交
通
政
策
と
万
葉
線
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

高
岡
市
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
す
る
。

文
◉
茶
木
　
環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

特
集
：
北
陸
新
幹
線
の
開
業
と
交
通
ま
ち
づ
く
り

［
新
た
な
成
長
期
を
迎
え
た
富
山
地
鉄
・
万
葉
線
］
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特集：北陸新幹線の開業と交通まちづくり
［新たな成長期を迎えた富山地鉄・万葉線］

Ｆ
・
不
二
雄
氏
が
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
誕
生
し
た
も

の
で
、
ア
イ
ト
ラ
ム
の
１
編
成
の
内
外
装
を
藤

子
プ
ロ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
、
ド
ラ
え
も
ん
の
世
界
を
演
出
し
て
い
る
。

「
最
初
は
ド
ラ
え
も
ん
の
１
日
乗
車
券
を
作

成
し
た
が
、
も
っ
と
発
信
力
を
高
め
よ
う
と
、

車
両
の
フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
。
ド
ラ
え
も
ん
は
フ
ァ
ン
層
が
幅
広

い
。
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
の
乗
車
を
目
的
に
、

海
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
も
多
く
、
台
湾
や
韓

国
で
は
こ
の
ト
ラ
ム
乗
車
が
組
み
込
ま
れ
た
観

光
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
」（
村
岡
係
長
）

現
在
で
は
ア
イ
ト
ラ
ム
と
と
も
に
、
こ
の
ド

ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
が
高
岡
市
の
新
た
な
観
光
資

源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ

ム
の
運
行
は
当
初
、
平
成
26
年
９
月
ま
で
の
予

定
だ
っ
た
が
、
３
年
間
に
40
万
人
以
上
に
利
用

さ
れ
、
好
評
の
た
め
、
さ
ら
に
３
年
間
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
高
岡
市
で
も

平
成
27
年
12
月
、
万
葉
線
沿
線
に
あ
る
高
岡
市

美
術
館
内
に
「
高
岡
市	

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
設
し
た
ほ
か
、

高
岡
駅
周
辺
に
オ
ブ
ジ
ェ
を
設
置
す
る
な
ど
、

発
信
に
広
が
り
を
持
た
せ
て
い
る
。

地
域
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
広
域
連

携
の
観
光
施
策
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
高
岡
市
・

射
水
市
・
富
山
市
が
連
携
す
る
も
の
で
、
土
休

日
に
、
万
葉
線
・
射
水
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
海
王
丸
・
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
接
続
線
）・
県
営
フ
ェ

リ
ー
・
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
接
続
す
る
ダ
イ

ヤ
を
設
定
、
海
辺
空
間
を
中
心
に
３
市
を
つ
な

ぐ
回
遊
ル
ー
ト
を
形
成
し
て
い
る
。

も
と
も
と
高
岡
は
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
と
し

て
名
高
く
、
平
成
27
年
に
「
加
賀
前
田
家
ゆ
か

り
の
町
民
文
化
が
花
咲
く
ま
ち
高
岡
―
人
、

技
、
心
―
」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
る
が
、
万
葉
線
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
施
策
を
積
極
的
に
展
開
、
高
岡
市
の
多
彩
な

魅
力
創
出
に
つ
な
げ
て
い
る
。

高
岡
駅
・
新
高
岡
駅
が
拠
点
の
交
通
政
策

そ
の
万
葉
線
の
起
点
で
あ
り
、
高
岡
市
の
中

心
市
街
地
に
位
置
す
る
高
岡
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
城じ

ょ
う
は
な端

線
・
氷ひ

み見
線
、
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道

が
乗
り
入
れ
、
路
線
バ
ス
が
発
着
す
る
交
通
拠

点
で
あ
り
、
富
山
県
西
部
の
交
通
結
節
の
核
を

担
っ
て
い
る
。

高
岡
市
で
は
、
南
北
市
街
地
の
一
体
化
と
交
通

結
節
点
の
強
化
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
平
成
17
年
よ
り
高
岡
駅
周
辺
整

備
事
業
を
推
進
し
、
橋
上
駅
舎
や
南
北
自
由
通

路
を
新
設
。
平
成
26
年
３
月
に
は
新
駅
ビ
ル

「
ク
ル
ン
高
岡
」
が
開
業
し
、
万
葉
線
が
乗
り
入

れ
を
開
始
し
た
。
従
来
あ
っ
た
万
葉
線
の
高
岡

駅
前
停
留
所
を
廃
止
し
、
軌
道
を
１
０
０
ｍ
延

伸
し
て
駅
ビ
ル
内
に
３
面
２
線
の
「
高
岡
駅
」
停

留
所
を
新
設
。
万
葉
線
と
路
線
バ
ス
の
待
合
室

が
あ
る
「
交
通
広
場
」
の
ほ
か
、
高
岡
駅
と
周

辺
施
設
に
つ
な
が
る
約
１
４
０
ｍ
長
の
全
面
屋
根

付
き
デ
ッ
キ
や
駅
前
広
場
の
供
用
を
開
始
し
た
。

ま
た
、こ
れ
に
伴
い
、万
葉
線
で
は
高
岡
駅
の
発

車
時
刻
を
毎
時
０
分
、
15
分
、
30
分
、
45
分
と
利

用
者
に
分
か
り
や
す
い
ダ
イ
ヤ
に
改
正
し
て
い
る
。

「
駅
ビ
ル
に
乗
り
入
れ
た
こ
と
で
、
屋
内
で

の
乗
り
換
え
が
可
能
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
線
や
あ

い
の
風
と
や
ま
鉄
道
、
路
線
バ
ス
な
ど
駅
で
の

乗
り
換
え
環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
も
含
め
、
利
便
性
が
格
段
に
向
上
し
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た
と
市
民
の
方
々
に
と
て
も
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
藤
井
部

長
は
語
る
。

翌
27
年
３
月
に
開
業
し
た
新
幹

線
駅
「
新
高
岡
駅
」
は
、
高
岡
駅

の
１
・
５
㎞
南
に
位
置
す
る
。
新

幹
線
駅
と
城
端
線
の
新
駅
が
開
設

さ
れ
、
高
岡
駅
と
は
城
端
線
ま
た

は
路
線
バ
ス
（
１
時
間
に
６
～
８

本
）
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
は
高
岡
市
に
お
い

て
も
顕
著
で
、
中
心
市
街
地
の
交
流
人
口
が
増

加
し
、
例
え
ば
代
表
的
な
観
光
名
所
で
あ
る
国

宝
瑞
龍
寺
の
入
場
者
数
は
前
年
に
比
べ
て
１
・

７
倍
に
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、「
金
沢
を
訪
れ
た
個
人
旅
行
客
が
高

岡
ま
で
足
を
延
ば
し
、
万
葉
線
の
路
面
電
車
に

乗
る
こ
と
自
体
を
楽
し
み
な
が
ら
、
射
水
市
港

湾
の
観
光
施
設
ま
で
移
動
し
て
い
る
。
金
沢
方

面
と
の
人
の
行
き
来
が
増
え
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
る
」
と
村
岡
係
長
は
語
る
。

一
方
、
高
岡
市
周
辺
に
は
能の

う
え
つ越

自
動
車
道
や

北
陸
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
３
カ

所
あ
る
。
高
岡
市
で
は
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
、

「
十
分
圏
域
の
形
成
」
と
し
て
、
高
速
道
路
か
ら

10
分
以
内
で
中
心
市
街
地
に
入
れ
る
よ
う
幹
線

道
路
の
整
備
を
戦
略
的
に
推
進
し
て
き
た
。

今
後
は
、
新
高
岡
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上

さ
せ
、
新
高
岡
駅
を
広
域
の
高
速
交
通
結
節
点

と
し
て
整
備
し
て
い
く
方
針
だ
。
現
在
、
新
高

岡
駅
の
バ
ス
乗
り
場
か
ら
は
、
富
山
県
の
五
箇

山
と
岐
阜
県
の
白
川
郷
へ
向
か
う
「
世
界
遺
産

バ
ス
」
や
和
倉
温
泉
へ
向
か
う
「
わ
く
ラ
イ

ナ
ー
」、
小
矢
部
市
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

へ
の
ア
ク
セ
ス
バ
ス
な
ど
の
高
速
バ
ス
が
発
着

し
て
い
る
。

「
新
高
岡
駅
を
『
県
西
部
・
飛ひ

え
つ
の
う

越
能
地
域

86
万
人
の
玄
関
口
』
と
位
置
付
け
て
い
る
。
新

高
岡
駅
を
、
高
速
道
路
を
利
用
し
て
各
地
を
周

遊
す
る
観
光
バ
ス
の
発
着
地
と
し
て
も
活
用

し
、
観
光
面
で
の
利
用
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
」
と
藤
井
部
長
は
語
る
。

万
葉
線
で
も
こ
う
し
た
広
域
交
通
と
の
接
続

に
寄
与
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
新
幹

線
開
業
時
に
は
、
上
り
の
始
発
（
米
島
口
発
）

の
時
刻
を
15
分
繰
り
上
げ
、
５
時
31
分
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
や
城
端

線
を
介
し
て
、
新
高
岡
駅
や
富
山
駅
に
停
車
す

る
始
発
の
新
幹
線
へ
の
乗
車
が
可
能
に
な
っ
た
。

新
幹
線
の
新
高
岡
駅
の
停
車
率
を
上
げ
る
た
め
、

高
岡
市
民
を
中
心
に
「
一
人
一
客
・
一
人
一
乗
車

運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
地

域
の
取
り
組
み
も
一
助
と
な
る
。

高
岡
市
は
、
都
市
機
能
の
拠
点
と
し
て
高
岡

駅
と
新
高
岡
駅
、
二
つ
の
駅
を
一
体
的
に
整
備

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　既
存
の
公
共
交
通
の
可
能
性
を
探
る

と
こ
ろ
で
、
高
岡
市
で
は
、
新
幹
線
開
業
後

万葉線株式会社
総務部総務課 係長

村岡正行
Masayuki	MURAOKA

■新高岡駅へのアクセス

高岡駅

自動車10分

自動車10分

電車3分

自動車10分

自動車5分

JR 城端線

JR氷見線

万葉線

砺波 IC至金沢

能
越
自
動
車
道

高岡 IC高岡 IC

県道高岡環状線

北陸
自動
車道

高岡砺波
スマートインターチェンジ

新高岡駅

あいの風とやま鉄道

徒歩 25分

高岡駅前
自転車駐輪場
高岡駅前
自転車駐輪場

市営高岡
中央駐車場
市営高岡
中央駐車場

屋根付きデッキ屋根付きデッキ
交通広場交通広場

駅前東自転車駐輪場駅前東自転車駐輪場

氷見線氷見線
城端線城端線

あいの風とやま鉄道線
あいの風とやま鉄道線

南口駅前広場南口駅前広場

橋
上
駅
舎

橋
上
駅
舎

万
葉
ロ
ー
ド（
南
北
自
由
通
路
）

万
葉
ロ
ー
ド（
南
北
自
由
通
路
）

キキキキキキキキキキ

北口駅前広場北口駅前広場

万葉線の延伸万葉線の延伸

万葉線ホーム万葉線ホーム

■高岡駅周辺整備事業

6

8 9

7
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特集：北陸新幹線の開業と交通まちづくり
［新たな成長期を迎えた富山地鉄・万葉線］

の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
平
成
27
年
度
に
建

設
部
と
都
市
整
備
部
を
統
合
、「
都
市
創
造
部
」

と
し
て
発
足
さ
せ
た
。
都
市
計
画
と
交
通
政
策

を
一
元
的
に
進
め
て
い
く
高
岡
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
姿
勢
が
、
そ
の
名
に
表
れ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
万
葉
線
も
、
都
市
創
造
部
が
担
当

し
て
い
る
。

「
昭
和
30
年
代
の
高
度
成
長
期
か
ら
、
高
岡

市
の
ま
ち
の
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

将
来
を
見
越
し
て
進
め
て
き
た
道
路
整
備
は
ほ

ぼ
完
成
し
、
鉄
軌
道
は
東
西
南
北
に
整
い
、
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け

た
新
幹
線
も
開
業
し
た
。
そ
う
し
て
で
き
た
基

盤
の
上
に
、
ど
う
い
う
都
市
を
つ
く
っ
て
い
く

の
か
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
あ
る
も

の
を
い
か
に
し
て
活
用
し
て
い
く
か
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
」
と
藤
井
部
長
は
語
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
政
策
と
し
て
、
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
万
葉
線
に
つ
い
て
も
延
伸
や

城
端
線
・
氷
見
線
乗
り
入
れ
な
ど
の
可
能
性
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
平
成
26
年
に
は
、
市
民
団

体
「
万
葉
線
を
延
伸
す
る
会
」
が
設
立
さ
れ
る

な
ど
、
市
民
の
関
心
も
高
い
。

そ
う
し
た
中
、
平
成
26
年
７
月
に
は
、
約
１

カ
月
間
に
わ
た
り
、
万
葉
線
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

電
車
「
ハ
イ
！	

ト
ラ
ム
」
の
実
走
試
験
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
が
開
発

し
た
試
験
車
両
で
、
大
型
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
を
搭
載
し
、
架
線
の
な
い
区
間
で
も
走
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
走
試
験
で
は
、
充
電

状
況
や
走
行
可
能
距
離
、
省
エ
ネ
効
果
な
ど
の

調
査
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
公
共
交
通
へ
の
啓
発

を
目
的
に
、
市
民
を
対
象
に
試
乗
会
も
実
施
さ

れ
た
。
可
能
性
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し

た
車
両
が
使
用
で
き
れ
ば
、
万
葉
線
の
城
端

線
・
氷
見
線
乗
り
入
れ
も
実
現
で
き
、
沿
線
地

域
と
新
高
岡
駅
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
す

る
。
現
段
階
で
は
、
そ
う
し
た
公
共
交
通
の
可

能
性
を
探
り
、
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

「
万
葉
線
に
限
ら
ず
、
鉄
軌
道
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
状
で
は
、

万
葉
線
の
延
伸
や
城
端
線
・
氷
見
線
乗
り
入
れ

を
実
現
す
る
に
は
、
多
く
の
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
。
次
の
展
開
に
持
っ
て

い
く
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
交
通
政
策
を
含

め
た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
そ
の
先
へ
と
進
む
可

能
性
の
種
を
ま
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
」
と
藤
井
部
長
は
語
る
。

平
成
30
年
に
は
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
の
高

岡

－

西
高
岡
間
に
新
駅
が
開
業
す
る
予
定
だ
。

「
新
し
く
整
備
さ
れ
た
高
岡
駅
、
新
幹
線
と

城
端
線
に
新
設
さ
れ
た
新
高
岡
駅
、
そ
し
て
次

の
新
駅
と
短
期
間
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
駅
が
整

備
さ
れ
た
の
は
高
岡
市
制
始
ま
っ
て
以
来
の
こ

と
に
な
る
。
地
域
交
通
の
利
用
者
を
増
や
し
て

い
く
の
は
厳
し
い
時
代
だ
が
、
都
市
機
能
と
し

て
必
要
な
公
共
交
通
に
は
き
ち
ん
と
投
資
し
、

住
民
や
訪
問
さ
れ
た
方
に
積
極
的
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
」（
藤
井
部
長
）

高
岡
駅
や
新
高
岡
駅
周
辺
に
は
宿
泊
施
設
が

新
設
さ
れ
る
な
ど
民
間
投
資
も
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
つ
く
り
上
げ
て
き
た
都
市
基
盤
を

ベ
ー
ス
に
、
万
葉
線
の
よ
う
に
地
域
で
守
り
続

け
て
き
た
公
共
交
通
を
活
か
し
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
。
高
岡
市
で
は
、「
都
市
機
能
の
向
上
」
と

「
ま
ち
の
魅
力
の
創
出
」
の
両
輪
で
の
推
進
を

目
指
し
、
ポ
ス
ト
新
幹
線
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

1曹洞宗の名刹、国宝瑞龍寺（提供／高岡市）2総延長 3.6㎞の新湊大橋3３週間にわたり射水市で開催される３つ
の曳山まつり。映画「人生の約束」では「新湊曳山まつり」が舞台となった（提供／富山観光連盟）4子どもたちに
人気の「ねこ電車」5万葉線高岡駅開業式典6「ドラえもんトラム」目当ての観光客も多い78市民に愛される赤い

「アイトラム」9高岡駅ビルに整備された万葉線と路線バスの待合室「交通広場」
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